



















































































	表紙
	中表紙
	目次
	1.緑の推進協力プロジェクトが要請されるに至ったセネガル側の背景
	2.緑の推進協力プロジェクトの特徴
	2-1プロジェクトの目的
	2-2セネガル政府内職制との関連
	2-3専任プロジェクトリーダーの不在

	3.緑の推進協力プロジェクトの3年間の実績並びにその評価
	3-1はじめに
	3-2育苗センター関連
	3-3周辺村への普及活動の解析と評価
	3-3-1はじめに
	3-3-2隊員の作製した村民指導実績表とその解析
	3-3-3村での普及活動に際しての選択並びに評価の基準についての調査団見解
	・活着率は万能ではない
	・植林の必要性と可能性が肝要―自然条件・社会条件の検討・隊員とのコミュニケーション
	・失敗の原因
	・隊員の3年間の活動の追跡
	・今後のアプローチの指針


	3-4隊員の村入りに際しての若干の基本方針
	3-4-1村に住み村人と一体感の上に彼等の意欲を引き出す
	3-4-2村にある各種組織を知り活用し育成を図る
	3-4-3植えた木、林から正しい利益還元が行われるよう見守る
	3-4-4良い条件―樹木の育成が確実に見込まれるところから植えていく
	3-4-5ユーカリの単純林だけでなく種々な樹種の混交植栽
	3-4-6他の労働事情を考慮して年間を通じての作業を組む
	3-4-7向こうからのアプローチを「待ち、受止める」体制をつくる
	3-4-8村の生産、生活と結び付いた緑化の長期ヴィジョンを打出す


	4.提言
	専任プロジェクトリーダーの選定について

	5.添付資料
	1.タンザニア緑の推進協力プロジェクト概要
	2.'87～'89年村民指導実績
	3.派遣隊員
	4.緑の推進協力プロジェクト婦人団体指導対象村
	5.自然保護省への調査報告

	調査日程
	調査団構成
	裏表紙

